
0

© Learn-S

第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問 問７ 「７」世界史Ｂ

複数の資料の情報と知識を結びつけて考察する問題で、各学力層で差がついた

2023年度第１回ベネッセ・駿台大
学入学共通テスト模試
「世界史Ｂ」
受験者数： 58,951人
平均点： 52.5点
標準偏差： 20.5

第１問 問７ 「7」

正解率 51.5％
SS70～75 92.9％
SS65～70 83.8％
SS60～65 72.6％
SS55～60 66.0％
SS50～55 58.9%
SS45～50 50.3%

【出典】 問題・集計結果データともに、2023年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問の問７は、初見の複数の資料から情報を読み取り、既存の知識と結び
つけて考察する問題で、各学力層で差がつきました。

ここでは、該当するそれぞれの資料から、フランス革命のロベスピエールに対
する批評として考えられることばを推察し、ジャコバン派政権が行ったことの判
断が求められました。

知識の整理と習得も大切ですが、これからの２か月あまりのご指導では、資料
から読み取った情報と、習った知識を関連づけて考察する力を育成することを
お勧めいたします。「資料で何を述べているのか、表しているのか」という
視点や、「知識と関連づけて考える」という視点を習得するためにも、資料を
用いた実戦的な問題演習を重ねることが効果的と考えます。

共通テストでは、文献資料やグラフ・表や地図、また写真や模式図などのさま
ざまな資料が提示され、そこから情報を読み取り、背景・原因・影響・結果、関
連性など、事象相互のつながりに着目し、関連づけて考察する問題が見られ
ます。上記の観点で資料読解をしていくことが、資料の着眼点をみつける力
の育成につながります。

結 果 分 析

指導の ご提案

第１問 問７ 「７」

複数の資料の情報と知識を結びつけて考察する問題で、各学力層で差がついた

世界史Ｂ

実戦形式の類題演習のご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027woh_2.pdf

